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あらまし 本論文では，Webアノテーションの拡張である，「伝搬するアノテーション」のシステムについて提案する．

これまでのアノテーションでは特定のWebページに対して行われるという静的なものであった．本論文で提案する方

式は，アノテーション自身がWebページを伝搬していき，アノテーションに適するWebページまで自動的にたどり

着くものである．伝搬するアノテーションを実現するためのルールファイルと制御方法について考察を行い，本方式

の具体的な利用例について述べる．これにより，アノテーションが意味をなさないWebページに居座り続けるのを防

ぐことができ，ユーザがよりアノテーションしやすい環境を作ることができる．
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Abstract In this paper, we describe the ”annotations to spread” system as an extension of Web annotations. The former web

anotation models are static and made to certain webpages, while the following annotations of paper enable annotations them-

selves to delegate among webpages. We consider the rule file and the control method for realizing annotation to spread, and

describe concrete examples of the systems. Based on the system, annotations themselves autonomously move to the suitable

webpages and avoid remaining the webpages which are unsuitable for the annotations. And we can make situation that users

may easily annotate.
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1. は じ め に

近年WWWの普及により，我々はWWW上のWebページに

より多くの情報を得られるようになった．だが，Webはもとも

と，Webページの作成者からそのWebページへの訪問者への

一方向の情報伝達を目的として作られたため，訪問者から作成

者へ，また他の訪問者との間で情報を相互にやりとりすること

ができない．そのため，相互に情報をやりとりするためのもの

としてWebアノテーションシステムが提唱されている．

しかし，従来のアノテーションは特定の Webページに対し

て行われるものであり，そのために，特定の同じトピックを持

つ 2つのWebページが存在した場合に，その 2つのWebペー

ジの両方に同じようなアノテーションが行われ，アノテーショ

ン情報自身が分散してしまう可能性がある．さらに，本来アノ

テーションがなされるのにふさわしくない Webページにアノ

テーション情報が付加されることで，これらの情報を有効に利

用できない場合も存在する．

そこで，Webページの間を自律的に伝搬していくWebアノ

テーションシステムを提案する．Webページの訪問者はその

Webページに対しアノテーションをつけることで，Webページ

の作成者から訪問者への一方向の情報の流れにとどまらない活

発な情報交換を行う．しかし複雑なWebの構造やユーザの未知

により，ユーザはしばしばアノテーションを不適切な対象へと

行うことがある．不適切な対象ままであると，アノテーション

をつけたユーザとなされた Webページの作成者，さらにその

アノテーションがなされるのに適した Webページの作成者に



とっても不利益なままである．つまり，アノテーションはそれ

自体の中身よりもどこに存在するかによって，その価値と情報

の伝わる速度に影響を与える．また，特定の同じトピックを持

つ複数の Webページにユーザが同じようなアノテーションを

わざわざ別途つけていくのは非常に無駄である．よって，アノ

テーションを自動的に適した Webページへ伝搬させるメカニ

ズムがあれば有用であると考えられる．このメカニズムを用い

れば，例えば Webページ作成者によるページの更新の手間を

省く機能や，宛先の特定が面倒な場合における宛先の省略を行

う機能を提供することができる．

本論文では，まず 2章で関連する研究について述べる．そし

て， 3章でアノテーションが伝搬する流れの概要を述べ，4章

で伝搬についての詳細を議論する．最後に， 5章にて具体的な

利用例について述べる．

2. 関 連 研 究

2. 1 Annotea

Annoteaとは，W3Cの Annotea Project [1]にて行われている

Webアノテーションシステムである．Annoteaは，掲示板等の

ないWebページであっても複数の訪問者が注釈を寄せることが

でき，寄せられた注釈を閲覧することもできるシステムである．

Annoteaは，標準化されている枠組みである XML [2], RDF [3],

XPointer [4]を用い，クライアントであるユーザ側のWebブラ

ウザとして Amaya [5]が用意されている．また寄せられた注

釈をメタデータとして利用することも想定されて，Semantic

Web [6]を実現するための手助けとすることも検討されている．

しかし，Webページ間の関係や伝搬を考慮している点で本シス

テムと異なる．

2. 2 WebDAV

WevDAV [10]とは，Web上で行うことのできる共同作業の場

の一種である．WebDAVそのものは HTTPを拡張したプロトコ

ルでありシステムやアプリケーションではないが，Webオーサ

リングツールを実現するための枠組みとして利用されている．

WevDAVは特定のグループのメンバ内で共同利用することが想

定され，基本的にメンバであれば自由に編集することができる

反面，メンバ以外の利用は制限されている．Webページ間の関

係や伝搬を考慮している点で本システムと異なる．

2. 3 Wiki

Wiki [9] とは，WevDAV と同じく Web上で行うことのでき

る共同作業の場の一種である．Wiki は訪問者なら誰でも Web

ページそのものを編集することのできるシステムで，WikiName

と呼ばれる独特のアイディアにより，1つのWebページ内で話

題が発散するのを防ぎつつも関連したWebページを簡単に参

照できるようになっており，こうしてWiki により構築される

Webページ群は WikiWikiWeb と呼ばれる．反面，どのユーザ

でも制限無しに Webページ制作者の意図を超えた編集が可能

で，悪意を持った特定のユーザのために Webページ全体を壊

されてしまう危険があるという欠点を持ち，多人数での利用に

はあまり適していない．また，複数の別サーバにあるWiki シ

ステム同士の連携があまり考慮されていない点で，本システム

図 1 Webページ CへのアノテーションがWebページ A へ伝搬する例

とは異なる．

2. 4 ページの動的再構成を行うWeb注釈付けシステム

斎藤ら [7] [8] は，注釈による Webページの多様な状態を実

現する再構成機能と，Webページの作成者により注釈の制御が

可能な注釈制御機能を持つWebアノテーションシステムを作っ

た．また，これを用いた新しい協調型Webページ制作やWeb上

でのコミュニケーションの利用例をあげている．アノテーショ

ンが Webページ間を伝搬していくことを考慮するという点で

本システムと異なるが，内容は本システムと互いに補い合うこ

とができるものであると考えられる．

3. アノテーション伝搬の概要

3. 1 アノテーション伝搬処理の流れ

アノテーションの伝搬 (図 1)について説明する．

アノテーションの伝搬は，以下の流れで行われるとする．

（1） ユーザがある Webページに対してアノテーションを

行う．

（2） アノテーションのなされた Webページは事前に用意

された伝搬ルールの記述に基づき，アノテーションをどのよう

に自身の Webページへ取り込むかと，アノテーションを他の

どのWebページへ伝えればよいのかを判断する．

（3） 判断に基づき，自身のWebページの書き換えを行い，

またそのアノテーションを他のWebページへと伝搬させていく．

（4） アノテーションの伝搬されたWebページは，この一連

の処理の流れを繰り返しそれがユーザからのアノテーションで

あるのと同様に取り扱う．つまり，伝搬ルールの記述に基づき，

自身のWebページを書き換え，他のWebページへとさらに伝

搬させていく．

以上がアノテーションの伝搬の大まかな流れである．このア

ノテーション伝搬の枠組みを現在の Webページ空間上で行う



図 2 アノテーションサーバのイメージ

には，以下のものが必要となると考えられる．

• アノテーションにより Webページをどのように書き換

えればいいのかを記述するためのルール

• アノテーションを伝搬させるべきかどうかとその伝搬先

を記述するためのルール

• 一方のWebページから他方のWebページへアノテーショ

ンをどのようにして伝搬させるシステム

これら三つを実現する方式を，4章で詳細に議論する．

3. 2 アノテーションサーバ

現在の WWW では，アノテーションにより動的に書き換え

ることのできるWebページはほとんどないと言っていい．この

ため，動的に書き換えることや伝搬機能を現在のWebページ・

Webサーバに求めることはできない．そこで，アノテーション

を処理するための専用のアノテーションサーバを用意し，Web

ページの書き換えはこのサーバ上で行い，複数のユーザが同一

のアノテーションサーバを利用することにする．(図 2)こうす

ることで，Webページ自体にアノテーションを元にした書き換

えを行う機能がない場合にも，Webページの動的書き換えが

可能となり，またユーザ間でのアノテーションの共有を行うこ

とが可能になる．このようなアノテーションサーバは，複数の

ユーザのまとまりであるグループごとに一つ用意させることに

なる．

以下は，ユーザがアノテーションをすることによりWebペー

ジが書き換えられ，その書き換えられたWebページを他のユー

ザが閲覧するときの流れである．

（1） ユーザがアノテーションを行いたい Webページを閲

覧する．

（2） ユーザがアノテーションを，サーバへと送る．

（3） サーバは，送られてきたアノテーションを元に対象の

Webページを取得する．

（4） アノテーションによる書き換えルールに基づき，取得

したWebページを書き換えそれをサーバが所持する．

（5） 他のユーザが書き換えられた Webページを閲覧する

時，ユーザはアノテーションサーバに対し Webページのリク

エストを行う．

（6） アノテーションサーバはリクエストを行ったユーザへ

先に書き換えたWebページを送る．

4. アノテーションの伝搬の実現

4. 1 アノテーションによるWebページの書き換え

Webページ作成者が，作成したWebページに対してなされ

るアノテーションを制御したいと考えるのは自然である．そこ

で，アノテーションサーバ上でなされるWebページの書き換え

を制御するためのルール記述ファイルを用意し，またアノテー

ションを作成したWebページに取り込みWebページを書き換

えさせる仕組みを用意し，Webページ作成者にアノテーション

の取り入れ方の広い選択肢を与える．

アノテーション制御の記述のためのルールに以下の機能が考

えられる．

• アノテーション付けの制限

• アノテーションの変更と削除

• アノテーションのWebページへの取り入れ方法の指定

また，アノテーションを用いてWebページを書き換える機能

には，従来型のアノテーションを付箋形式で Webページに貼

り付ける方式の他に，以下のものが考えられる．

• ページにリンクを付加

• 文字の大きさや色を変更

• 既存コンテンツを他のコンテンツに変更

斎藤ら [7] [8] はこれを元に，具体的なルールファイルの記述

方法の提案とその実装を行っている．本システムにおけるWeb

ページの書き換え機能は，斎藤らの提案する方式を用いればよ

いものと考える．

4. 2 アノテーション伝搬ルールの記述

アノテーションを伝搬させる先の Webページは，元々のア

ノテーションのなされた対象のWebページと関連の深いWeb

ページであるのが自然であり，この場合に伝搬させることの価

値が現れてくることになる．

4. 2. 1 伝搬先の記述

a ) ページ間のリンクを用いる場合

Webページ間の関係を表すものとしてはリンク機能がある．

そこで，リンクをたどることでアノテーションがWebページ

間を伝搬していくことが考えられる．この方法は，伝搬ルール

ファイルを記述して用意する必要がないというメリットがある

が，伝搬経路がリンクに限られるため，実際にリンクを張ると

いう作業を行う Webページの作成者に大きく依存すると同時

に，内容の異なる関連のない Webページへのリンクがあった

としても無条件で伝搬され柔軟さに欠ける．

また，リンク部分を表す文字列であるアンカの記述を利用す

る方法も考えられるが，通常の Webページでは，リンクのア

ンカ部分の記述がリンク先のページに関する記述とはかけ離れ

ている例が多く，あまり有効には使えないものと考えられる．



b ) 伝搬先ファイルを用いる場合

Webページ作成者が，作成者の作ったWebページを経由し

アノテーションが伝搬していくことをあらかじめ想定し，Web

ページ作成者自身が伝搬経路をファイルとして記述したものを

用意する場合である．Webページ作成者は，作成者の作るWeb

ページのトピック・カテゴリを考慮して，関連の深いWebペー

ジをあらかじめ記述しておくことで，ユーザが一回のアノテー

ションを行うだけで内容に関係のあるWebページにもそれが伝

わっていく．アノテーションの伝搬に用いられることを意識し

て記述を行うため，リンクを利用する場合 (a )と異なり，内容

に関係の深いWebページへのみ伝搬させることが可能になる．

またWebページ作成者が伝搬経路のファイルを記述してない

場合にもうまく伝搬を制御するために，アノテーションサーバ

上に伝搬経路の記述ファイルを置く場合も考えられる．グルー

プ内の各メンバーのWebアクセス履歴を利用すれば，特定のグ

ループ内における特定の目的に沿っている関係の深いWebペー

ジを抽出できる．これにより，ユーザの意図をくみ取った「関

連の深い」Webページの間でアノテーションを伝搬させること

ができ，よりユーザにとって有益になることが期待できる．

c ) RDFの利用

RDF [3]とはWebページの概要をメタデータとして記述する

ためのフォーマットであり、RDFで記述されるリソースは対象

となるWebページの特徴を表すものとなる。よって、Webペー

ジの内容により伝搬先を判断する本システムに置いて RDFが

利用できるものと考える。

4. 2. 2 伝播条件の記述

どのような条件に合うアノテーションを伝搬させるかに関し

てである．これらの条件を組み合わせたものと条件に適合した

ときの伝搬先を合わせたものを一つの伝搬ルールとし，伝搬

ルールを複数並べたものを用いてアノテーションの伝搬を制御

していく．

a ) ユーザによる制限

アノテーションサーバを用いる場合，アノテーションを行う

ユーザはあらかじめ登録されていることになる．つまり，ユー

ザを管理していて識別が可能である．そこで，どのユーザが

行ったアノテーションなのかにより伝搬させるかどうかを決め

ることができる．ユーザによりアノテーションの質や価値に偏

りがあるならば，これによってより質の高いまたは価値のある

アノテーションのみを伝搬させる．

b ) キーワードによる制御

特定のキーワードを含むかどうかにより，アノテーション伝

搬を制御する．通常 Web上の掲示板などでは，一般に公開さ

れるにはふさわしくない単語 (差別用語など)を含むと投稿を排

除する機能を備えることが多く，アノテーションの伝搬を考え

る以前にも同様の機能は必要である．ここではこれに加え，特

定のキーワードを含むアノテーションを特定のWebページへ

伝搬させることを考える．これにより，あらかじめ伝搬させる

ことを想定した上でアノテーションを行うことができる．

c ) アノテーションタイプによる制御

通常，アノテーションは質問・解答・意見・助言などいくつ

図 3 Webページ間の伝搬関係により構築される構造

かの種類に分けられる．そこで，アノテーション自体にこれら

の種類を属性として記述してもらい，この種類により伝搬先の

Webページを指定するという方法が考えられる．

d ) 時刻による制御

いつまで有効なのか，いつから有効なのか，またはどの期間

が有効なのかといった時刻の記述により伝搬を制御する．こ

れにより，特定の時刻にのみ伝搬を行うと言ったことが可能に

なる．

e ) アノテーション自身への記述

上記 4つの条件は Webサイト側で記述をし用意された条件

であるのに対し、これとは異なりアノテーション自身にどのよ

うな Webページへと伝搬していくのがよいのかを記述する場

合である。これは、アノテーション自身に何かの目的を持たせ

る場合に用いることができる。これにより、アノテーションが

Webページ間を能動的に探索していくことが可能である。

4. 3 アノテーションの伝搬方法

4. 3. 1 アノテーションの書き換え

Webページ間で伝搬させる際に，伝搬の前にアノテーション

の中身を書き換えるということを想定する．伝搬先のWebペー

ジの内容に合わせてアノテーションの中身から必要な箇所のみ

を取り出し，取り出した箇所のみを伝搬先へのWebページへ

と伝える．このための抽出ルールの記述もさらに必要になるが，

アノテーションのうちの必要な部分のみを必要な場所へと伝え

るためには有効であると思われる．

また，一つのアノテーションを複数に分割しそれぞれを別の

Webページへと伝搬させていくことも考えられる．ユーザの行

うアノテーションが複数の話題を含む場合である．話題に沿っ

てアノテーションを複数に分け，各話題に応じた伝搬先 Web



ページに対応付けさせる．

さらに，アノテーションに適した伝搬先も複数存在する場合

は，その複数の伝搬先 Webページそれぞれにアノテーション

をコピーしたものを伝えていくことが望ましい．

4. 3. 2 伝搬の連鎖

アノテーションを伝搬させる際，伝搬元のWebページから伝

搬先の Webページへ伝えるためのアノテーションをユーザか

らのアノテーションと同等のものとすることで，伝搬先のWeb

ページは伝搬内容をユーザからのアノテーションと同等に取り

扱える．これにより，多重伝搬が可能となる．

伝搬経路を枝，Webページをノードと見なすことで，伝搬の

関係によりグラフ構造を構築することができる．この様子を図

3に示す．ユーザからのアノテーションは任意のノードにつけ

られ，一度つけられるとそこからグラフの枝をたどりアノテー

ションが多重に伝搬していくこととなる．

ただ，このままではアノテーションの伝搬がどこで終わるの

かが定められていないため，無駄に何段にも伝搬が続くことや

グラフのループ構造 (図 4)により無限に同じ箇所を伝搬してし

まうループが起こることが考えられる．これを解消する方法と

して，以下のものが考えられる．

• 時間により制限する場合

• 中継段数により制限する場合

a ) 時間による制限

コンピュータでは，01/01/70 00:00:00 GMTを起点としてこの

時点からどのくらいの時間がたったのかをミリ秒単位で表した

UNIX timeと呼ばれる標準時を持っている．そこで，アノテー

ションのなされた時間を UNIX timeの形でアノテーションに付

加させることで，生成されてからどのくらいの時間がたったの

かを計ることができる．これを元に，ある一定時間以上たった

アノテーションを無効化して以後の伝搬をいっさい行わせない

ようにすればよい．

また，ネットワークやサーバの不調により伝搬が途中で止ま

り正常に戻るまでの間遅延する場合に，アノテーションに付加

された UNIX timeを遅延時間分増やしてやることで，遅延によ

る影響を防ぐことができる．

b ) 中継段数による制限

アノテーションの多重伝搬に置いては，受け取ったアノテー

ションを別の Webページへと伝搬させる中継ノードが存在す

る．アノテーションに中継可能な段数をあらかじめ付加させて

おき，中継ノードを通るたびにその数を一つずつ減らしていく

という操作を行う．段数がゼロになったとき中継ノードが以後

の伝搬を行わないようにすることで，何段にも伝搬が続くこと

を防げる．これは IPパケットの TTL に似た考えであり，中継

可能な段数はアノテーションの有効期限になる．

4. 3. 3 アノテーションの自動伝搬

伝搬の関係により作られるツリーが伝搬ルールとともに完全

に記述されているという理想状態を仮定する．このとき，ユー

ザは適当な Webページに対しアノテーションを投げかけるの

みで，あとはWWW上にあるWebページ 1つ 1つがそれぞれ

アノテーションをどのように伝搬するかを判断し，この判断が

図 4 グラフにおけるループ構造

図 5 トピック階層型掲示板での投稿記事の共有

伝搬される Webページで順次行われることで，最終的に自動

的でアノテーションが適切な箇所へと運ばれることになる．こ

れはちょうど，ネットワークを流れるパケットのフィルタリン

グやルーティング先のルールを記述するのに似ており，どのよ

うなアノテーションであれ最適な経路にて最適なWebページ

へと伝搬させる機能を持つ．しかし，完全な理想状態を実現す

るための伝搬ルールの記述は困難であろう．

5. 応 用 例

伝搬するWeb・アノテーションシステムの利用例について述

べる．

5. 1 掲示板間の投稿記事の共有

特定のトピックを持った Web上の掲示板を想定する．この

トピックに沿った投稿がこの掲示板ではなされるが，中にはト

ピックからかけ離れた内容の投稿がなされることもある．そこ

で，掲示板の持つトピックに応じて複数の掲示板間に階層構造

を持たせ，親トピック・子トピックの関係をそのまま掲示板間

の関係として表す．例えば，サッカーに関する掲示板の上位に

はスポーツに関する掲示板があり，スポーツに関する掲示板の

下に野球の掲示板がある状態である．

このとき，ある掲示板になされた投稿記事をアノテーション



図 6 Webページ作成者のページ更新の補助

として扱い，アノテーションがふさわしくなければ上位に伝搬

させるのみとし，ふさわしい場合は自掲示板には取り込みつつ

上位階層の掲示板へ伝搬させさらに下位の掲示板中にふさわし

いトピックを持つものがあればそこへも伝搬を行う．これによ

り，上位掲示板には広い幅を持つトピックに属する幅広い多く

の投稿がアノテーションとして届き，下位掲示板には細分化さ

れたトピックに沿ったもののみが届くことになる．Jリーグの

話題とワールドカップの話題は，ともにサッカーという上位の

広い幅を持つトピックの掲示板に届くが，国内サッカーという

特定の限定されたトピックの掲示板には Jリーグの話題のみが

届くことになる．

このように，掲示板同士がアノテーションを伝搬させる機能

を用いて協調し，トピックの階層構造を反映した構造を持つこ

とにより，一つの投稿記事をも互いに共有することができ，掲

示板利用者の利便性をより高めることができる．

5. 2 Webページ更新の補助

本システムの利用として，Webページ作成者のページ更新の

手間を省くことが考えられる．通常 Webページ作成者がペー

ジを更新する場合，どのページを更新するのか・ページ内のど

の箇所を更新するのかという意図を持ち，それに併せてページ

を表すファイルを更新することになる．しかし，ページに付け

加えたい内容がはっきりしている場合，この手順は非常に手間

がかかり面倒である．

そこで，本システムを用いて，あらかじめ特定の Webペー

ジの特定の箇所へアノテーションが伝搬するルールとそのルー

ルを適用するための特定のキーワードを設定する．特定のキー

ワードとは，例えば”[profile page]”のような括弧付きの文字と

して特殊に扱い，このキーワードを含む場合アノテーションが

あれば，プロフィールのページにアノテーション内容を追加す

るといったWebページの更新を行う．これにより，Webページ

作成者はこのキーワードとともに Webページに付け加えたい

内容をアノテーションとして投げることで，あとはWebページ

側が自律的にアノテーションを更新させる箇所へと運び，さら

にWebページを自動で書き換え更新してくれる．よって，ユー

ザは更新する Webページや更新する箇所を表すキーワードさ

図 7 組織化された Webページにおける宛先省略時のアノテーション

の自動伝搬

え覚えておけば，あとはアノテーションの内容に重点を置いて

Webページの書き換えを行うことができる．

またこの考えは，電子メールベースの更新にも使える．Web

ページを書き換えたいWebページ作成者は，Webページの更新

を受け付ける先である電子メールのアドレスと，更新するWeb

ページとその箇所を表すキーワードを示すことで，あとは電子

メールを送るだけで電子メールベースによるWebページの更

新が可能となる．

5. 3 組織化されたWebページにおける宛先の省略

以下は，図 7を例として議論を進めていくこととする．

5. 3. 1 組織を反映したWeb構造

企業や省庁など組織化された団体では，組織内の各部門ご

とに Webページを持っておりかつそれらの各部門ごとのWeb

ページが実際の団体内での組織構造を反映していることが多い．

図 7に，大学内における各学部とその下に位置づけられる研究

室が組織構造に従って各Webページをリンクで結んでいる例を

示す．こうした組織では，ユーザが問い合わせをしようとした

ときのその問い合わせ先が複雑になりやすく，問い合わせ先を

間違えることにより生じるいわゆる”たらい回し”現象が生じる．

5. 3. 2 組織構造を利用したアノテーションの伝搬

このような組織を反映した Web構造がある場合に，各組織

の Webページごとにアノテーションを伝搬させる機能を持た

せる．各組織は自分の下位の組織・端的には自分の Webペー

ジからリンクしている下位組織についてを大まかに把握してお

き，自分の下位の組織宛であるアノテーションをその箇所へ伝

搬させ，そうではない宛先のもの，つまり把握していない宛先

は上位の組織に伝搬させるという規則にて，伝搬ルールを記述



しておく．また，最上位組織では他の団体を簡単にごく簡単に

は把握しているものとする．つまり，図 7の例において A 大学

の最上位組織と B大学の最上位組織は互いに把握していること

とする．

このとき図 7において，ユーザが A 大学の 1研究室の Web

ページしかわからずまた B大学の 3研究室宛に何か伝えたいこ

とがある場合，その内容をアノテーションとして A 大学の 1研

究室に送る．こうすることで，以下の手順によりこのアノテー

ションは正しく B大学の 3研究室まで届けられることになる．

（1） アノテーションを送られた A 大学 1研究室Webペー

ジでは，自分宛のアノテーションではないため，それを上位組

織である A 大学 aa学部へと伝搬させる．

（2） A 大学 aa学部においても，自分宛でなくかつ宛先が

B大学であり下位組織宛ではないため，上位組織である A 大学

へと伝搬させる．

（3） A 大学では，アノテーションの宛先は B大学であるた

め，B大学の最上位組織へと伝搬させる．

（4） B大学最上位組織では，宛先である 3研究室は下位組

織 dd学部に属するため，下位組織である dd学部へと伝搬さ

せる．

（5） dd学部では，宛先である 3研究室を下位組織として把

握しているため，3研究室へと伝搬させる．

このような手順により，先のユーザによるアノテーションが正

しく B大学の 3研究室へと伝搬される．

5. 3. 3 制約された環境における有効性

通常のパソコン上におけるWebナビゲーションでは，宛先 B

大学 3研究室という情報を元にWebページのリンクをたどり

目的の研究室の Webページを開くことは比較的たやすい．し

かし制約された環境においては，目的のWebページへとリン

クをだ取っていくことが難しく，この例が効果を発揮するもの

と考えられる．

今日携帯電話の発達がめざましく，電子メールや簡易Webブ

ラウズ機能は携帯電話上ではもはや当たり前のものになりつつ

あるが，携帯電話上における Webナビゲーションは制約が多

い．つまり，携帯電話上は，上記のような宛先 B大学 3研究室

という情報のみで目的のWebページまでたどり着くことが困難

な環境の一例である．このような場合に置いても，適当な初期

Webページである A 大学の 1研究室さえ把握しておけば，上

記の仕組みにより目的の宛先 B大学 3研究室まで伝えることが

可能となる．

6. お わ り に

本論文では，Webページの間で順次伝搬されるアノテーショ

ンの基本コンセプトについて述べた．従来のアノテーションは，

静的なものとして考えられることが多かった．これに対し，本

論文の伝搬されるアノテーションという考えは，アノテーショ

ン自体が移動していくことによって価値をより高めていくとい

う動的な使い方を行うという考えである．また，この考えを元

にした具体的な利用例として，

• 投稿記事の共有によるトピックの階層構造を持つ掲示板

• 特殊キーワードを用いたWebページ更新の補助

• 組織構造を持つWebページを利用した宛先の省略

の三例について述べた．今後は，このアイディアを元にしたプ

ロトタイプを製作し本論文で取り上げた具体例に利用すること

で，このアイディアの有効性や評価，問題点をより詳しく考察

していく予定である．

本論文で取り上げたアイディアにより，Webページに対して

行うというアノテーションの有効な利用例として，アノテー

ションという行為がより多くの人に行われて広まって行くもの

と期待する．
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